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序

序

　
川
口
實
教
授
は
、
金
沢
市
に
あ
る
北
陸
大
学
の
法
学
部
新
設
に
尽
力
さ
れ
、
初
代
学
部
長
就
任
の
た
め
、
平
成
四
年
三
月
を
も
っ
て
、

選
択
定
年
で
御
退
職
と
な
っ
た
。

　
川
口
教
授
は
、
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
で
社
会
法
の
基
礎
を
築
か
れ
た
峯
村
光
郎
教
授
の
勧
め
に
よ
り
、
本
塾
に
進
学
さ
れ
た
。
昭
和

二
九
年
、
大
学
院
修
士
課
程
終
了
と
同
時
に
法
学
部
助
手
と
し
て
残
ら
れ
、
以
来
三
八
年
の
長
き
に
亙
り
法
学
部
の
研
究
・
教
育
に
携
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
。

　
川
口
教
授
は
峯
村
シ
ュ
ー
レ
の
逸
材
と
し
て
峯
村
労
働
法
学
を
発
展
さ
せ
、
さ
ら
に
精
緻
な
法
理
論
を
展
開
さ
れ
た
。
特
に
教
授
の
ド

イ
ッ
労
働
協
約
論
及
び
就
業
規
則
論
の
研
究
は
、
わ
が
国
の
労
働
法
学
界
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
、
労
働
協
約
論
の
基
本
文
献
と
し
て
、

多
く
の
研
究
者
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
四
九
年
か
ら
東
京
都
労
働
委
員
会
公
益
委
員
と
し
て
御
活
躍
で
あ
っ
た
こ
と
も
手

伝
い
、
争
議
行
為
、
不
当
労
働
行
為
の
御
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
の
分
析
と
理
論
は
、
他
の
追
従
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
る
。
川
口
教
授

の
学
風
は
、
緻
密
な
解
釈
学
が
都
労
委
や
中
労
委
の
公
益
委
員
と
し
て
の
実
務
経
験
と
、
恩
師
峯
村
教
授
譲
り
の
法
哲
学
に
裏
打
ち
さ
れ

て
い
る
点
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
教
授
は
．
先
述
の
都
労
委
、
中
労
委
の
公
益
委
員
の
ほ
か
、
中
央
労
働
基
準
審
議
会
公
益
委
員
、
あ
る
い
は
東
京
都
の
男
女
差
別
苦
情
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処
理
委
員
会
学
識
経
験
者
委
員
と
し
て
、
労
働
行
政
に
も
深
く
関
わ
ら
れ
た
。
昭
和
五
九
年
に
は
、
中
央
労
働
委
員
会
公
益
委
員
に
転
じ

て
現
在
に
至
ら
れ
て
い
る
。

　
川
口
教
授
は
恩
師
峯
村
教
授
が
法
律
雑
誌
の
座
談
会
で
、
最
近
な
か
な
か
見
ど
こ
ろ
の
あ
る
大
学
院
生
が
い
る
と
述
ぺ
ら
れ
る
ほ
ど
．

若
く
し
て
俊
秀
の
誉
れ
が
高
か
っ
た
。
そ
の
印
象
が
強
か
っ
た
の
で
私
が
大
学
に
残
っ
て
初
め
て
法
学
部
の
若
手
の
先
輩
た
ち
に
御
挨
拶

申
し
上
げ
た
時
、
ひ
と
り
の
太
い
黒
縁
眼
鏡
の
丸
顔
の
少
壮
学
者
が
「
私
が
労
働
法
の
川
口
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
る
と
、
あ
あ
こ
れ
が

雑
誌
の
先
輩
か
と
思
わ
ず
「
し
ば
ら
く
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
申
し
上
げ
て
し
ま
い
、
怪
認
な
顔
を
な
さ
っ
て
い
た
の
を
今
で
も
懐
か
し
く

思
い
だ
す
。

　
新
し
い
大
学
の
新
設
学
部
を
育
て
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
今
、
北
陸
金
沢
の
地
に
お
い
て
教
授
は
日
夜
大
学
づ
く
り
精
励
し

て
お
ら
れ
る
。
こ
の
大
学
が
北
陸
に
お
け
る
法
学
、
政
治
学
の
研
究
・
教
育
の
一
大
中
心
に
育
つ
こ
と
を
祈
る
と
と
も
に
、
教
授
の
指
導

さ
れ
た
後
進
た
ち
の
寄
稿
す
る
こ
の
論
文
集
を
捧
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
授
の
多
年
に
亙
る
慶
懸
義
塾
大
学
と
法
学
部
に
対
す
る
御
貢

献
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
平
成
四
年
九
月

法
学
部
長

堀
　
　
江

湛


